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「放送オラリティのメディア史」  山口誠 

要 旨 ① 
 
本論文は、一九二五（大正一四）年に開始された日本の放送事業を研究対象とし、「放送」

という様式のマス・コミュニケーションが近代日本において成立する過程を歴史分析した。 
 メディアは、それを可能にする技術の出現によって誕生するのではなく、それと共にあ

る同時代の人々の社会認識（リアリティ）に編入されてはじめて社会的に誕生する。これ

に関して蓮實重彦は「あらゆるメディアは二度誕生する」と述べたが、本論文ではこの二

つの誕生の「あいだ」に生起する様々な諸契機の連なりを「メディアの生成過程」と捉え、

「メディアは長い誕生日を持つ」という問題認識をもとに実証的な放送史研究を試みた。 
近代日本における「放送」の長い誕生日は、一九二五年の放送「局（station）」という
形式に基づく事業開始に始点を認めることができる。しかし、その草創期には放送局の現

場で活動する者でさえ明確な「放送」像を持たず、また「放送」を聞く人々も、いかにそ

れを「聞く」ことが可能なのか、という身体作法を身に付けていなかった。こうした複数

で多様な「放送」の可能性が開かれていた草創期を経て、一方で放送「局」が「番組」を

定時発信し、他方で不特定多数の「オーディエンス」たちが家庭で同時受信する、といっ

た今日のわれわれが想定する「放送」の様式がいかにして生成していったのかを、初期放

送が出現した社会文脈に即して具体的に考察した。 
本論文では、「放送」という様式のマスなコミュニケーションを、①放送局の活動（従来

の放送史研究が中心的課題としてきた「番組内容」）だけに還元せず、②それを「聞く」人々

（オーディエンス）の身体技法と、③そうした「放送」を可能にするメディア技術の成立

という、三要素からなる重層的な社会的行為として捉えた。ここで参照したのが、ウォル

ター J. オングによる二次的オラリティという分析枠組みである。 
オングは、メディア技術の変容が人々の社会認識（リアリティ）を規定するという視角

から、声の文化としてのオラリティと文字の文化としてのリテラシーが生成する歴史的過

程を比較分析し、電子メディア時代に出現した第三のことばの文化を「二次的オラリティ」

という概念で問題化した。オングの議論において本論文が注目するのは、①「ことばの表

現」は「ことばの性質」と方法論的に区別できること、また②前者は後者にもとづいて成

立すること（あるいは後者は前者よりも先行して生成すること）、の二点である。 
①については、ソシュール以降の言語学や記号論でも多く指摘されてきたが、本論文に

とって②の視角がより重要である。オングは「ことばの性質」が「ことばの表現」を規定

し、あるいは下支えするという認識に立ち、その「ことばの性質」の生成過程と特性を、

「ことばの技術」の変容によって分析しようと試みた。そうした狙いは、「ことばの技術化

の方法（The Technologizing of the Word）」という同書の副題でも明示されている。 
 「ことばの技術」は、これまでのメディア史研究において周縁的なテーマとして扱われ
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てきた。とくに日本の放送史研究において、その「放送」を可能にするメディア技術を科

学技術史の問題ではなく歴史的・社会的問題として考察した先行研究は極めて少ない。し

かしオングによれば「技術とは、たんに外的なたすけになるだけのものではなく、意識を

内的に変化させるものでもある。そして、技術がことばにかかわるときほど、こうしたこ

とが言えるときはない」という。こうしてオングが示した「ことばの表現」「ことばの性質」

「ことばの技術」の三者の関係を本論文の問題意識から整理すれば、二次的オラリティは

「表現層」と「形式層」に区別可能であり、後者は前者を規定すること、さらに両者は「技

術層」によって下支えされている、という三層構造が見えてくる。この三層構造の作業仮

説によって、「声」の複製技術であるラジオ放送の二次的オラリティを分析したのが、本論

文の特徴である。 
以上の問題関心から本論文では、①「声」の生成過程としての「放送局」の諸実践、②

「耳」の生成過程としての「聞く」ふるまいの内実、そして③両者をつなげる回路の結晶

体としてのラジオ受信機の変容、という三層を文脈的に分析することを試みた。その分析

対象として、放送初年度に新設され、日本の放送の歴史とほぼ同じ長さの歴史を持つ英語

講座シリーズと、一九二七年に開始され、瞬く間に突出した人気を博した野球放送の二つ

を選び、「放送」オラリティの表現層の変容を前者の分析によって、また形式層の変容を後

者の分析によって明らかにし、さらには技術層をラジオ受信機の変化の分析によって明ら

かにすることを試みた。 
本論文は三部・一六章で構成されている。まず序章で本論文の研究課題を設定し、上述

の「放送の長い誕生日」と二次的オラリティの三層構造という作業仮説について論じた。 
第一部では、「放送」を「聞く」という社会的行為の生成過程を検証した。具体的には、

ラジオ放送がまったくのニュー・メディアであった時代に、人々はいかにして「放送」を

「聞く」ことと出会い、そして「聞く」習慣を身に付けていったのかを、ラジオ受信機の

技術的変容とその標準化の過程を中心に分析した。さらに「聞く」人々の外側には多数の

「聞かない」人々が存在し、「聞く」ことと「聞かない」ことの交渉が様々なかたちでおこ

なわれ、そうした交渉過程の果てに「放送」を「聞く」という社会的行為の意味が立ち上

がる状況を問題化するため、「オーディエンス」という概念を問う作業をおこなった。 
第一部の考察から明らかになったことは、「放送」という様式のコミュニケーションは、

単に放送「局（station）」という主体が事業を開始すれば成立するものではなく、本論文
の第 2章で議論した「聞く」行為の諸実践や、第 4章で分析した受信機メーカーによる日
本放送協会への抗争などの要素が大きく関与している状況である。 
第二部では、放送オラリティの表現層と形式層の生成過程を検証するため、野球放送を

事例にとりあげ、いかなる性質の「声」が最初期の「放送」で発信されていたのかを考察

した。最初の野球放送のアナウンサーである松内則三が得意とした「松内節」に代表され

るように、草創期の「放送」の「声」はアナウンサー個人の「芸」に頼りきっていた。し

かし河西三省が開発した野球放送アナウンスによって、ラジオ放送の「声」は共有可能な
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「技」となり、「放送」独自の「声」の形式層が出現する。その一つの達成が「生」という

集合的リアリティの創出であり、放送メディアは「いま」という限定的時制を同時複製し、

それを「聞く」人々のあいだに共有体験を創出する。こうした「生」の集合的リアリティ

の出現は「放送」という様式のマス･コミュニケーションに特殊であり、活字メディアなど

他のメディアには見られない独自のリアリティの様式である。 
こうして第二部では、「放送」が独自の「声」と「耳」を手に入れ、「放送」オラリティ

の一つの達成を遂げた中心的事例として、「生（live）」という集合的なリアリティが出現
する状況を明らかにし、それを野球放送のアナウンスとオーディエンスの交渉過程におい

て実証的に分析した。 
第三部では、放送初年度から今日まで発信されている英語講座シリーズに注目し、同シ

リーズにおいて開発されたラジオ放送の「声」の性質を考察した。同シリーズは言語学者・

岡倉由三郎によって制作され、岡倉は語学番組の一講師に留まらず、東京放送局の顧問と

して「放送」すべき「声」の設計に深く関わっていた。本論文では、英語講座シリーズの

番組内容と岡倉由三郎の言語思想の分析を通じて、放送局が「英語会話」という新しい「声

の文化」の開発に着手する過程を追った。この「英語会話」という知は、かつて放送局が

岡倉から借用した「英文学」中心の学校教育とは異質の言語思想であり、それは「英語」

と「放送」が出会い節合してはじめて出現した、放送局独自のオラリティの結晶体である。

「英語会話」の発信と同じく三四年、放送協会は岡倉由三郎を中心とする放送用語委員会

を設置し、「共通語」という独自の言語思想を立ち上げ、またアナウンサーたちの「声」を

標準化するためアナウンサー学校を新設し、放送局は「声」の標準化に着手した。 
第三部の議論から明らかになったことは、草創期に放送外部の「声の文化（オラリティ）」

を借用していた放送局が、一方で「英語会話」という新しい知を開発し、他方で「共通語」

の開発と「声」の標準化（アナウンサー学校の新設）に自覚的に着手する時期を迎えたこ

とである。それは一九三四年、放送事業の開始から九年後のことであり、「放送の長い誕生

日」が一つの達成点を迎えたことを意味する。 
本論文の考察から見えてきたラジオ放送に独自の二次的オラリティの「声」と、それを

「聞く」人々の新しい身体技法（それを本論文では「耳」と呼ぶ）のあり方は、単にラジ

オ放送という音声メディアの技術的特性によって生成されたものではない。ラジオ放送の

「声」と「耳」のあり方を理解するためには、本論文が注目した一九二〇年代から三〇年

代の近代日本におけるトーキー映画、大衆雑誌、そして新聞といった同時代のメディアと

の位置関係を視野に入れた「間メディア的状況」の分析が必要となる。本論文をまとめた

ことで、「間メディア的状況」における「声」と「耳」の考察という次の課題が明確に見え

てきた。筆者は本論文の成果をさらに深化させるため、この新たな課題に取り組む所存で

ある。 
(40字×102行＝4080字） 
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